
近
年
、
先
進
運
転
支
援
シ
ス
テ

ム
（
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
）
の
普
及
と
自
動

運
転
の
実
用
化
へ
の
流
れ
を
受
け

て
、
ス
テ
ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

は
、
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
・
自
動
運
転
へ
の

親
和
性
及
び
手
動
運
転
時
に
お
け

る
快
適
利
便
性
の
両
立
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

加
え
て
、
自
動
運
転
時
に
お
け

る
車
室
空
間
の
レ
イ
ア
ウ
ト
自
由

度
向
上
の
た
め
、
操
舵
と
転
舵
が

分
離
し
た
構
造
を
持
つ
ス
テ
ア
リ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
が
望
ま
れ
て
い

る
、
こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
の
解
決
手

段
と
し
て
、
リ
ン
ク
レ
ス
ス
テ
ア

バ
イ
ワ
イ
ヤ
シ
ス
テ
ム
を
日
本
で

初
め
て
製
品
化
し
た
。

シ
ス
テ
ム
は
全
て
の
構
成
要
素

を
２
系
統
化
し
た
冗
長
構
成
に
よ

り
安
全
性
を
確
保
し
た
上
で
、
手

動
運
転
時
に
は
次
世
代
の
操
舵
感

覚
（
操
舵
角
中
心
か
ら
左
右
２
０

０
度
の
操
作
範
囲
、
持
ち
替
え
不

要
）
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
異
形

ス
テ
ア
リ
ン
グ
ホ
イ
ー
ル
の
採

用
、
革
新
的
な
コ
ク
ピ
ッ
ト
の
設

計
を
可
能
と
し
た
。

将
来
的
に
は
、
自
動
運
転
中
の

ス
テ
ア
リ
ン
グ
ホ
イ
ー
ル
格
納
に

よ
る
車
室
空
間
確
保
や
、
ス
テ
ア

リ
ン
グ
ホ
イ
ー
ル
自
体
を
用
い
な

い
新
し
い
操
作
系
創
出
へ
の
貢
献

が
期
待
さ
れ
る
。

世
界
中
の
過
酷
な
環
境
で
使
用

さ
れ
る
重
量
級
フ
レ
ー
ム
Ｓ
Ｕ
Ｖ

は
、
多
段
変
速
機
と
機
械
式
４
輪

駆
動
を
備
え
た
純
エ
ン
ジ
ン
車
と

し
て
、
高
い
走
破
性
と
信
頼
性
を

実
現
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
特
長

を
堅
持
し
つ
つ
、
動
的
性
能
の
向

上
と
環
境
性
能
の
両
立
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
新
た
な
パ
ワ
ー
ト

レ
ー
ン
の
開
発
を
行
っ
た
。

シ
ス
テ
ム
構
築
に
あ
た
っ
て

は
、
従
来
エ
ン
ジ
ン
車
で
実
現
し

て
い
た
機
能
を
そ
の
ま
ま
維
持
す

る
と
と
も
に
、
新
た
に
追
加
さ
れ

た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
部
品
に
万
一
の

故
障
が
発
生
し
た
場
合
で
も
路
上

停
止
に
至
る
こ
と
な
く
帰
還
走
行

が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
目
標
と
し

た
。ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
ユ
ニ
ッ
ト
は
、

モ
ー
タ
ア
シ
ス
ト
、
Ｅ
Ｖ
走
行
、

回
生
制
動
と
い
っ
た
機
能
に
特
化

し
、
エ
ン
ジ
ン
動
力
を
機
械
的
に

伝
達
す
る
パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
高
い
走
破
性
と
信
頼
性

を
備
え
た
本
車
両
に
大
電
力
給
電

機
能
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
災
害

時
に
お
け
る
迅
速
な
救
援
活
動
や

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
維
持
へ
の
貢
献
も

可
能
と
し
た
。

今
後
も
市
場
実
績
を
積
み
重

ね
、
電
動
技
術
の
進
化
と
と
も

に
、
お
客
様
の
信
頼
に
応
え
続
け

て
い
き
た
い
。

狭
い
路
地
の
出
会
い
頭
で
、
死

角
に
い
る
歩
行
者
や
自
転
車
等
か

ら
自
車
を
目
視
出
来
ず
、
気
づ
き

が
遅
れ
て
接
触
し
た
交
通
事
故
事

例
が
あ
る
。
早
期
に
認
識
で
き
れ

ば
、
事
故
を
防
げ
た
可
能
性
が
高

い
こ
と
か
ら
、
自
車
の
存
在
を
周

囲
に
気
づ
か
せ
る
手
段
と
し
て
、

方
向
指
示
器
の
点
灯
と
連
動
し
て

路
面
上
に
シ
ェ
ブ
ロ
ン
形
状
（
Ｖ

字
型
の
サ
イ
ン
）
を
投
影
・
描
画

す
る
「
シ
グ
ナ
ル
ロ
ー
ド
プ
ロ
ジ

ェ
ク
シ
ョ
ン
」
搭
載
ヘ
ッ
ド
ラ
ン

プ
を
開
発
し
た
。

本
開
発
品
の
特
徴
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

１
灯
と
レ
ン
ズ
２
枚
を
用
い
た
シ

ン
プ
ル
な
部
品
構
成
で
あ
る
。
Ｌ

Ｅ
Ｄ
か
ら
レ
ン
ズ
に
入
射
し
た
光

の
う
ち
、
遮
光
し
た
い
外
周
部
を

全
反
射
で
後
方
に
反
射
さ
せ
る
こ

と
で
鮮
明
な
投
影
パ
タ
ー
ン
を
形

成
す
る
。
こ
の
た
め
、
遮
光
部
品

が
不
要
と
な
り
ユ
ニ
ッ
ト
小
型
化

し
、
搭
載
性
を
向
上
さ
せ
た
こ
と

に
よ
り
、
日
本
国
内
で
初
め
て
実

用
化
に
至
っ
た
。

今
後
は
本
技
術
に
よ
る
安
全
性

向
上
に
寄
与
す
る
為
、
自
動
車
メ

ー
カ
ー
各
社
に
御
採
用
頂
け
る
よ

う
、
さ
ら
な
る
搭
載
性
向
上
、
性

能
向
上
を
目
指
す
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現

に
向
け
、
エ
ン
ジ
ン
の
さ
ら
な
る

熱
効
率
向
上
は
最
重
要
課
題
で
あ

る
。
熱
効
率
の
劇
的
な
向
上
に

は
、
冷
却
損
失
の
低
減
が
キ
ー
で

あ
り
、
樹
脂
ベ
ー
ス
の
高
応
答
遮

熱
材
料
技
術
の
需
要
が
高
ま
っ
て

い
る
が
、
高
応
答
性
や
熱
遮
蔽
性

と
耐
久
性
の
両
立
が
困
難
で
あ

り
、
長
年
実
用
化
ま
で
は
至
っ
て

い
な
い
。

本
技
術
は
、
マ
ツ
ダ
が
有
す
る

モ
デ
ル
ベ
ー
ス
リ
サ
ー
チ
技
術
と

新
た
に
塗
装
工
法
モ
デ
ル
技
術
を

開
発
・
活
用
す
る
こ
と
で
、
相
反

す
る
高
応
答
性
・
熱
遮
蔽
性
・
耐

久
性
を
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
両

立
し
た
高
応
答
遮
熱
材
料
技
術
を

開
発
・
実
用
化
し
た
も
の
で
あ

る
。開

発
材
の
適
用
に
よ
り
，
マ
ツ

ダ
の
従
来
エ
ン
ジ
ン
比
で
約
40
倍

の
高
応
答
性
・
熱
遮
蔽
性
と
走
行

距
離
24
万
㌔
㍍
相
当
の
耐
久
性
を

両
立
し
、
ト
ル
ク
低
下
を
僅
か
０

・
９
％
に
抑
え
つ
つ
、
２
・
７
～

４
・
７
％
の
燃
費
改
善
を
実
現
し

た
。
今
後
も
高
応
答
遮
熱
材
料
技

術
の
普
及
を
通
じ
て
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
実
現
に
貢
献
す

る
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
お
客

様
の
期
待
に
応
え
、
自
動
車
業
界

全
体
の
発
展
に
も
貢
献
す
る
新
た

な
技
術
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

電
動
車
だ
か
ら
こ
そ
可
能
と
な

る
、
仮
想
の
パ
ワ
ー
ト
レ
ー
ン
物

理
モ
デ
ル
を
用
い
て
運
転
者
の
操

作
と
車
両
の
応
答
が
一
体
と
な
っ

た
運
転
体
験
を
実
現
す
る
技
術

が
、
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ

Ｍ
ａ
ｎ
ｕ
ａ
ｌ
Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ
ｅ
で

あ
る
。
仮
想
モ
デ
ル
で
算
出
し
た

ト
ル
ク
や
回
転
数
な
ど
の
物
理
量

に
基
づ
き
、
駆
動
力
・
サ
ウ
ン
ド

・
メ
ー
タ
表
示
を
一
貫
し
て
連
動

さ
せ
、
変
速
や
加
減
速
に
同
期
し

た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
し
て
聴
覚

・
視
覚
を
含
む
五
感
に
訴
え
る
体

験
を
構
成
し
た
。

操
作
を
単
な
る
入
力
で
は
な
く

意
思
表
示
と
捉
え
、
ク
ラ
ッ
チ
や

シ
フ
ト
操
作
を
含
む
運
転
者
の
振

る
舞
い
に
対
し
て
車
両
が
応
答
す

る
対
話
性
を
重
視
し
た
。
そ
の
結

果
、
操
作
の
質
に
応
じ
て
車
両
挙

動
が
変
化
し
、
運
転
者
は
ク
ル
マ

と
関
わ
っ
て
い
る
実
感
を
得
ら
れ

る
。電

動
化
に
よ
っ
て
広
が
る
制
御

自
由
度
を
活
か
し
、
物
理
モ
デ
ル

の
設
定
変
更
に
よ
っ
て
走
り
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
を
自
在
に
作
り
替
え

ら
れ
る
点
も
本
技
術
の
可
能
性
で

あ
る
。
今
後
は
そ
の
応
用
を
広

げ
、
多
様
な
運
転
体
験
の
創
出
を

通
じ
て
新
た
な
運
転
価
値
の
普
及

に
貢
献
し
て
い
く
。

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
配
送
で

は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
・
高
頻
度

な
乗
降
荷
役
作
業
に
よ
る
身
体
的

負
担
・
小
回
り
性
能
へ
の
要
求
な

ど
従
来
の
内
燃
機
関
車
で
は
解
決

困
難
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
の
み

な
ら
ず
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
実
現
に
向
け
た
Ｚ
ｅ
ｒ
ｏ

Ｅ

ｍ
ｉ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｖ
ｅ
ｈ
ｉ
ｃ

ｌ
ｅ
の
導
入
も
急
務
と
な
っ
て
い

る
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、
前
輪
駆

動
方
式
に
よ
る
荷
室
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
・
薄
型
バ
ッ
テ
リ
ー
の
床
下

搭
載
・
複
数
冷
却
シ
ス
テ
ム
の
部

品
統
合
に
よ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
搭

載
を
最
適
に
組
み
合
わ
せ
た
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
従

来
で
は
困
難
で
あ
っ
た
超
低
床
・

ウ
ォ
ー
ク
ス
ル
ー
構
造
を
実
現
し

た
。さ

ら
に
、
モ
ー
タ
ー
出
力
や
バ

ッ
テ
リ
ー
容
量
を
配
送
用
途
に
適

し
た
必
要
十
分
な
水
準
に
設
定
す

る
こ
と
で
、
車
両
総
重
量
３
・
５

ト
ン
未
満
の
環
境
に
配
慮
し
た
小

型
Ｂ
Ｅ
Ｖ
ト
ラ
ッ
ク
を
開
発
し

た
。優

れ
た
乗
降
性
・
荷
役
性
と
環

境
性
能
を
両
立
し
た
本
開
発
車

は
、
実
際
の
お
客
様
か
ら
も
高
い

評
価
を
得
て
お
り
、
今
後
も
継
続

的
な
改
善
を
通
じ
て
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
で
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
に
貢
献
し
て
い
く
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会

の
実
現
に
加
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市

場
に
お
け
る
日
本
の
自
動
車
産
業

が
競
争
優
位
を
獲
得
す
る
た
め
に

は
，
継
続
的
な
パ
ワ
ー
ユ
ニ
ッ
ト

開
発
が
不
可
欠
で
あ
る
．
併
せ

て
、
市
場
要
求
に
応
え
る
製
品
を

迅
速
に
提
供
し
続
け
る
た
め
、
開

発
ス
ピ
ー
ド
の
さ
ら
な
る
向
上
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
技

術
と
し
て
、
パ
ワ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
開

発
プ
ロ
セ
ス
の
効
率
化
に
焦
点
を

当
て
た
Ｍ
ｏ
ｄ
ｅ
ｌ
―
Ｂ
ａ
ｓ
ｅ

ｄ

Ｄ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
ｏ
ｐ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

（
Ｍ
Ｂ
Ｄ
）
の
標
準
化
技
術
を
開

発
し
た
。
具
体
的
に
は
，
物
理
ア

ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
基
づ
く
モ
デ
ル

構
造
標
準
化
技
術
と
、
詳
細
度
の

異
な
る
モ
デ
ル
を
統
合
可
能
と
す

る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
標
準
化
技

術
を
開
発
し
た
。

本
技
術
に
よ
り
、
パ
ワ
ー
ユ
ニ

ッ
ト
、
車
体
、
制
御
な
ど
自
動
車

１
台
を
構
成
す
る
各
領
域
に
共
通

し
た
「
共
通
言
語
モ
デ
ル
」
の
構

築
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
活

用
し
、
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
上
で
製

品
を
創
り
込
む
新
た
な
パ
ワ
ー
ユ

ニ
ッ
ト
開
発
プ
ロ
セ
ス
へ
の
移
行

を
実
現
し
て
い
る
。
本
技
術
は
、

自
動
車
開
発
に
お
け
る
基
盤
技
術

の
一
つ
と
位
置
付
け
て
お
り
、
今

後
は
普
及
を
通
じ
日
本
自
動
車
産

業
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
。日

本
の
自
動
車
産
業
は
、
脱
炭

素
化
・
資
源
制
約
・
国
際
競
争
と

い
っ
た
解
決
す
べ
き
三
つ
の
課
題

に
直
面
し
て
お
り
、
電
動
化
の
中

核
で
あ
る
モ
ー
タ
に
お
い
て
も
、

性
能
向
上
を
材
料
特
性
に
依
存
す

る
従
来
設
計
で
は
世
界
と
渡
り
合

え
な
い
局
面
に
あ
る
。
本
技
術

は
、
こ
の
状
況
を
打
開
す
べ
く
、

「
素
材
で
は
な
く
構
造
で
性
能
を

創
る
」
と
い
う
設
計
原
理
へ
の
転

換
を
志
向
し
て
開
発
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

モ
ー
タ
内
部
で
生
じ
る
電
磁
・

熱
・
機
械
の
複
雑
な
相
互
干
渉
を

七
つ
の
制
御
因
子
と
し
て
体
系
化

し
、
統
合
設
計
す
る
こ
と
で
、
特

殊
材
料
に
依
ら
ず
国
家
目
標
８
・

０
ｋ
Ｗ
／
ｋ
ｇ
を
上
回
る
出
力
密

度
８
・
８
ｋ
Ｗ
／
ｋ
ｇ
と
30
％
軽

量
化
を
両
立
で
き
る
こ
と
を
実
証

し
た
。

主
要
部
材
が
複
数
機
能
を
担

い
、
構
造
そ
の
も
の
に
ト
レ
ー
ド

オ
フ
が
内
在
す
る
モ
ー
タ
に
お
い

て
、
磁
束
・
電
流
・
熱
の
各
経
路

を
分
離
せ
ず
同
一
空
間
で
成
立
さ

せ
る
設
計
原
理
を
確
立
し
た
点
が

本
研
究
の
中
核
で
あ
る
。
特
殊
材

料
に
依
存
せ
ず
多
様
な
電
動
化
方

式
に
適
用
可
能
で
あ
る
本
技
術
を

広
く
普
及
し
、
日
本
成
長
戦
略
が

掲
げ
る
Ｇ
Ｘ
・
産
業
競
争
力
強
化

に
資
す
る
電
動
化
基
盤
技
術
と
し

て
、
日
本
の
競
争
力
強
化
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
。

技術開発賞受賞者の声技術開発賞受賞者の声

ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
搭
載
ヘ

ッ
ド
ラ
ン
プ
の
開
発

▽
山
内
友
和(

ト
ヨ
タ
自
動

車)


野
崎
武
司(

ト
ヨ
タ
自
動

車)


門
井
裕
紀(

ト
ヨ
タ
自
動

車)


伊
東
拓
哉(

ト
ヨ
タ
自
動

車)

加
藤
真
吾(

ト
ヨ
タ
自
動
車)

過
酷
使
用
環
境
に
対
応
し
た
パ
ラ

レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
の

開
発▽

柴
田
憲
治(

ト
ヨ
タ
自
動

車)


上
前
肇(

ト
ヨ
タ
自
動
車)



工
藤
佳
夫(

ト
ヨ
タ
自
動
車)


西

村
興(

ジ
ェ
イ
テ
ク
ト)


中
島
信

頼(

デ
ン
ソ
ー)

ス
テ
ア
バ
イ
ワ
イ

ヤ
シ
ス
テ
ム

論
文
賞


▽
國
富
将
平(

日
本
自
動
車
研

究
所)


田
川
傑(

日
本
自
動
車
研

究
所)


新
井
勇
司(

日
本
自
動
車

研
究
所)

深
層
学
習
手
法
を
用
い

た
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
画
像
に
基

づ
く
歩
行
者
の
重
症
度
予
測

▽
稲
垣
和
久(

豊
田
中
央
研
究

所)

堀
田
義
博(
豊
田
自
動
織
機)

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
燃
料
を

用
い
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
混
焼
エ
ン
ジ

ン
の
可
能
性(

第
１
報
第
２
報)

▽
髙
西
顕
太
郎(

本
田
技
研
工

業)


黒
田
達
也(

本
田
技
研
工

業)


近
藤
孝(

本
田
技
研
工
業)


直
江
学(

本
田
技
研
工
業)

船
外
機

用
Ｖ
８
エ
ン
ジ
ン
に
お
け
る
低
振

動
ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
の
開
発

▽
中
村
俊
貴(

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ)



相
田
冬
樹(

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ)


松
木

伸
悟(

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ)


飯
野
麻
里

(

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ)

長
谷
川
慎
治(

Ｅ

Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ)

油
膜
形
成
型
潤
滑
油

添
加
剤
の
適
用
に
よ
る
省
電
費
Ｅ

Ｖ

油
に
関
す
る
基
礎
検
討(

第
１

報)

▽
坂
口
康
平(

ア
ド
ヴ
ィ
ッ
ク

ス)


竹
内
琢
磨(

ト
ヨ
タ
自
動

車)

勝
山
悦
生(

ト
ヨ
タ
自
動
車)

旋
回
限
界
で
の
車
両
挙
動
を
考
慮

し
た
タ
イ
ヤ
負
荷
率
に
基
づ
く
前

後
駆
動
力
配
分
制
御

▽
赤
塚
康
佑(

ト
ヨ
タ
自
動

車)


百
瀬
博
文(

ト
ヨ
タ
自
動

車)

須
田
理
央(

ト
ヨ
タ
自
動
車)

遠
隔
型
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
に
お

い
て
通
信
遅
延
が
操
作
性
に
与
え

る
影
響
の
評
価
お
よ
び
通
信
遅
延

要
件
の
明
確
化

▽
佐
藤
航
汰(

日
産
自
動
車)



矢
野
新
也(

日
産
自
動
車)


江
森

健
太(

日
産
自
動
車)

Ａ

Ｍ
ｏ
ｄ

ｕ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｍ
ｅ
ｔ
ｈ
ｏ

ｄ

ｆ
ｏ
ｒ

Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｄ
Ｃ
―
ｌ
ｉ
ｎ
ｋ

Ｖ
ｏ
ｌ
ｔ
ａ

ｇ
ｅ

Ｒ
ｉ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ

ｉ
ｎ

Ｏ

ｐ
ｅ
ｎ
―
ｅ
ｎ
ｄ

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｉ

ｎ
ｇ

Ｍ
ｏ
ｔ
ｏ
ｒ

Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ
ｅ

Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｓ

▽
伊
藤
太
久
磨(

東
京
大
学)

Ｃ

ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ
ｅ
ｄ

Ｃ
ｏ
ｌ
ｌ

ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ

Ａ
ｖ
ｏ
ｉ
ｄ
ａ
ｎ

ｃ
ｅ

Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ

ｖ
ｉ
ａ

Ｓ
ｔ
ｏ
ｃ
ｈ
ａ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ

Ｌ
ｏ

ｃ
ａ
ｌ
ｉ
ｚ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

ｏ
ｎ

Ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
ｙ

Ｒ
ｏ
ａ

ｄ
ｓ▽

皆
川
正
明(

神
奈
川
工
科
大

学)


芝
端
康
二(

神
奈
川
工
科
大

学)


山
本
真
規(

神
奈
川
工
科
大

学)


狩
野
芳
郎(

神
奈
川
工
科
大

学)


安
部
正
人(

神
奈
川
工
科
大

学)

高
速
走
行
時
車
両
挙
動
減
衰

性
向
上
手
法
の
研
究

浅
原
賞
学
術
奨
励
賞


▽
中
西
亮
太(

住
友
ゴ
ム
工
業)

Ｔ
ｉ
ｒ
ｅ

ｍ
ｅ
ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｉ
ｃ

ａ
ｌ

ｍ
ｏ
ｄ
ｅ
ｌ

ｆ
ｏ
ｒ

ｃ

ｏ
ｒ
ｎ
ｅ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ

ｓ
ｉ
ｍ
ｕ

ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｆ
ｒ

ｉ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

ｃ
ｏ
ｅ
ｆ
ｆ
ｉ

ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ

ｃ
ａ
ｌ
ｃ
ｕ
ｌ
ａ

ｔ
ｅ
ｄ

ｆ
ｒ
ｏ
ｍ

ｖ
ｉ
ｓ
ｃ
ｏ

ｅ
ｌ
ａ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ
ｉ
ｔ
ｙ

ｏ
ｆ

ｒ
ｕ
ｂ
ｂ
ｅ
ｒ

ｂ
ｙ

ｍ
ｕ
ｌ
ｔ

ｉ
ｓ
ｃ
ａ
ｌ
ｅ

ｆ
ｒ
ｉ
ｃ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ

ｔ
ｈ
ｅ
ｏ
ｒ
ｙ

▽
宮
下
和
也(

い
す
ゞ
中
央
研

究
所)

高
速
度
赤
外
線
カ
メ
ラ
を

用
い
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
ピ

ス
ト
ン
表
面
の
時
系
列
温
度
分
布

計
測▽

富
田
直(

豊
田
中
央
研
究
所)

Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

ｏ
ｆ

ｄ
ｅ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

ｍ

ｏ
ｄ
ｅ
ｓ

ｆ
ｒ
ｏ
ｍ

ｂ
ｅ
ｎ
ｄ

ｉ
ｎ
ｇ

ｔ
ｏ

ａ
ｕ
ｘ
ｅ
ｔ
ｉ
ｃ

ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ

ｉ

ｎ

ｏ
ｒ
ｉ
ｇ
ａ
ｍ
ｉ
―
ｂ
ａ
ｓ

ｅ
ｄ

ｍ
ｅ
ｔ
ａ
ｍ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｉ

ａ
ｌ
ｓ

ｆ
ｏ
ｒ

ｈ
ｅ
ａ
ｄ

ｐ

ｒ
ｏ
ｔ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

ｆ
ｒ
ｏ

ｍ

ｉ
ｍ
ｐ
ａ
ｃ
ｔ

▽
坂
岡
恵
美(

ト
ヨ
タ
自
動
車)

モ
デ
ル
予
測
制
御
に
よ
る
遠
隔
型

自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
の
安
定
性
向

上
浅
原
賞
技
術
功
労
賞


▽
三
国
敦(

ト
ヨ
タ
自
動
車)

ア

ル
ミ
や
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
製
品
化
に
つ

な
が
る
技
術
開
発
に
よ
る
自
動
車

車
体
の
軽
量
化
技
術
向
上
へ
の
貢

献
技
術
開
発
賞


▽
板
坂
直
樹(

Ｍ
Ｃ
Ｆ

Ｅ
ｌ
ｅ

ｃ
ｔ
ｒ
ｉ
ｃ

Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ
ｅ)


河

野
通
治(

Ｍ
Ｃ
Ｆ

Ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｒ

ｉ
ｃ

Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ
ｅ)


椛
嶌
寿
行

(

Ｍ
Ｃ
Ｆ

Ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｒ
ｉ
ｃ

Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ
ｅ)


野
村
健
太
郎(

Ｍ

Ｃ
Ｆ

Ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｒ
ｉ
ｃ

Ｄ
ｒ

ｉ
ｖ
ｅ)

平
林
千
典(

Ｍ
Ｃ
Ｆ

Ｅ

ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｒ
ｉ
ｃ

Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ
ｅ)

素
材
依
存
を
超
え
る
日
本
発･

構

造
起
点
型
モ
ー
タ
技
術
の
創
出

▽
緒
方
健
一
郎(

本
田
技
研
工

業)


勝
浦
章
裕(

本
田
技
研
工

業)


辻
美
奈
子(

本
田
技
研
工

業)


歳
實
剛(

本
田
技
研
工
業)



渡
辺
賢(

本
田
技
研
工
業)

パ
ワ
ー

ユ
ニ
ッ
ト
の
新
開
発
プ
ロ
セ
ス
を

実
現
す
る
Ｍ
Ｂ
Ｄ
標
準
化
技
術

▽
竹
中
悠
祐(

日
野
自
動
車)



植
村
智
史(

日
野
自
動
車)


濱
井

抄
太
郎(

日
野
自
動
車)

超
低
床
小

型
Ｂ
Ｅ
Ｖ
ト
ラ
ッ
ク
を
実
現
し
た

電
動
パ
ワ
ー
ト
レ
ー
ン
シ
ス
テ
ム

の
開
発

▽
湊
允
哉(

マ
ツ
ダ)


山
本
一

陽(

マ
ツ
ダ)


中
西
佑
樹(

マ
ツ

ダ)


井
川
清
朋(

マ
ツ
ダ)


和
田

好
隆(

マ
ツ
ダ)

エ
ン
ジ
ン
の
燃
費

と
出
力･

ト
ル
ク
を
革
新
す
る
高

応
答
遮
熱
材
料
技
術
の
開
発

▽
勇
陽
一
郎(

ト
ヨ
タ
自
動

車)


今
村
達
也(

ト
ヨ
タ
自
動

車)


湯
浅
亮
平(

ト
ヨ
タ
自
動

車)


品
川
亮(

ト
ヨ
タ
自
動
車)



岩
瀬
雄
二(

ト
ヨ
タ
自
動
車)

Ｉ
ｎ

ｔ
ｅ
ｒ
ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ

Ｍ
ａ
ｎ

ｕ
ａ
ｌ

Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ
ｅ
の
開
発

▽
谷
健
太
郎(

小
糸
製
作
所)



渡
邉
賢(

小
糸
製
作
所)


北
澤
由

希
子(

小
糸
製
作
所)

シ
グ
ナ
ル
ロ

授
賞
式
は
「
２
０
２
６
年
自
動
車
技
術
会
春
季
大
会
」
会
期
中
の
５
月

日
に
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
授
賞
式
後
に
は
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
（
横
浜
市
西
区
）
展
示
ホ
ー
ル

２
階
の
受
賞
者
パ
ネ
ル
コ
ー
ナ
ー
（
２
階
コ
ン
コ
ー
ス
付
近
）
に
お
い
て
、
15
時
30
分

～
16
時
ま
で
、
自
動
車
技
術
会
賞
の
受
賞
者
の
一
部
が
来
場
者
か
ら
の
質
問
に
直
接
答

え
る
「
受
賞
者
Ｑ
＆
Ａ
タ
イ
ム
」
を
行
い
ま
す
。

自動車技術会（中畔邦雄会長）は、第76回「自動車技術

会賞」を発表した。同賞は自動車工学および自動車技術の

向上・発展を目的に1951年に創設。今年は４部門で22件70

人が受賞した。自動車技術の進歩・発展に貢献した企業に

贈られる「技術開発賞」には、８社が選ばれた。

４部門で22件70人が受賞

ＭＣＦ Ｅｌｅｃｔｒｉｃ ＤｒｉｖｅＭＣＦ Ｅｌｅｃｔｒｉｃ ＤｒｉｖｅＭＣＦ Ｅｌｅｃｔｒｉｃ Ｄｒｉｖｅ 本 田 技 研 工 業本 田 技 研 工 業本 田 技 研 工 業

日 野 自 動 車日 野 自 動 車日 野 自 動 車 マ ツ ダマ ツ ダマ ツ ダ

ト ヨ タ 自 動 車ト ヨ タ 自 動 車ト ヨ タ 自 動 車 小 糸 製 作 所小 糸 製 作 所小 糸 製 作 所

ト ヨ タ 自 動 車ト ヨ タ 自 動 車ト ヨ タ 自 動 車 ト ヨ タ 自 動 車ト ヨ タ 自 動 車ト ヨ タ 自 動 車

素材依存を超える日本発･構造起点型モータ技術の創出 パワーユニットの新開発プロセスを実現するＭＢＤ標準化技術

超低床小型ＢＥＶトラックを実現した電動パワートレーンシステムの開発 エンジンの燃費と出力･トルクを革新する高応答遮熱材料技術の開発

シグナルロードプロジェクション搭載ヘッドランプの開発Ｉｎｔｅｒａｃｔｉｖｅ Ｍａｎｕａｌ Ｄｒｉｖｅの開発

ステアバイワイヤシステム過酷使用環境に対応したパラレルハイブリッドシステムの開発

板
坂
直
樹
氏

河
野
通
治
氏

椛
嶌
寿
行
氏

野
村
健
太
郎
氏

平
林
千
典
氏

緒
方
健
一
郎
氏

勝
浦
章
裕
氏

辻
美
奈
子
氏

歳
實
剛
氏

渡
辺
賢
氏

竹
中
悠
祐
氏

植
村
智
史
氏

濱
井
抄
太
郎
氏

湊
允
哉
氏

山
本
一
陽
氏

中
西
佑
樹
氏

井
川
清
朋
氏

和
田
好
隆
氏

勇
陽
一
郎
氏

今
村
達
也
氏

湯
浅
亮
平
氏

品
川
亮
氏

岩
瀬
雄
二
氏

谷
健
太
郎
氏

渡
邉
賢
氏

北
澤
由
希
子
氏

山
内
友
和
氏

野
崎
武
司
氏

門
井
裕
紀
氏

伊
東
拓
哉
氏

加
藤
真
吾
氏

柴
田
憲
治
氏

上
前
肇
氏

工
藤
佳
夫
氏

西
村
興
氏

（
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
）

中
島
信
頼
氏

（
デ
ン
ソ
ー
）
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